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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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シ
ー
ボ
ル
ト
と
奥
平
昌
高

シ
ー
ボ
ル
ト
（
勺
三
一
ｓ
司
愚
目
凶
国
巴
号
溺
胃
く
Ｃ
昌
盟
ｇ
ｏ
匡

弓
誤
‐
扇
ま
）
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
ヴ
ュ
ル

ッ
ブ
ル
ク
で
生
れ
た
。
学
者
一
家
で
あ
り
、
祖
父
、
叔
父
、
父

が
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
医
学
部
の
教
授
を
勤
め
た
。
祖
父
の

シ
ー
ボ
ル
ト
名
昌
９
９
①
『
酸
①
ｇ
昼
ゞ
弓
獣
‐
屍
Ｓ
）
は
、
外

科
が
技
術
で
あ
り
外
科
医
が
職
人
で
あ
っ
た
一
八
世
紀
に
、
外

科
を
学
問
の
水
準
ま
で
高
め
た
秀
れ
た
外
科
医
で
、
ド
イ
ツ
語

圏
で
最
初
に
、
大
学
の
外
科
学
教
授
に
就
任
し
た
（
そ
れ
ま
で

は
、
外
科
医
は
外
科
医
ギ
ル
ド
で
徒
弟
奉
公
で
養
成
さ
れ
て
い

た
）
。
ま
た
彼
の
働
き
で
シ
ー
ボ
ル
ト
家
は
貴
族
と
な
り
、
苗
字

に
フ
ォ
ン
が
冠
さ
れ
た
。
父
』
の
．
○
・
く
。
ご
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
シ

ー
ボ
ル
ト
が
二
歳
に
な
る
前
に
没
し
た
。
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大

石
田
純
郎

新
見
公
立
短
期
大
学

学
は
シ
ー
ボ
ル
ト
一
族
が
多
数
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
、
「
シ
ー

ボ
ル
ト
学
校
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
一
八

一
五
年
二
月
一
二
日
に
医
学
部
に
入
学
登
録
を
し
た
。
論
文

審
査
に
合
格
し
て
、
一
八
二
○
年
一
○
月
九
日
に
内
科
学
博
士
、

外
科
学
博
士
、
産
科
学
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
卒
業
し
た
。

大
学
で
の
教
育
で
、
医
学
史
、
動
物
学
、
植
物
学
、
人
類
学
な

ど
の
将
来
、
日
本
で
の
調
査
の
た
め
の
知
識
を
得
た
。
そ
し
て

一
年
間
、
郊
外
で
開
業
し
た
後
、
父
の
知
人
で
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍

医
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
ハ
ー
バ
ー
監
察
大
将
弓
．
］
．
国
胃
冨
匡
氏
）

を
頼
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
に
入
隊
し
、
破
格
の
一
等
軍
医
に
直

ち
に
任
命
さ
れ
、
一
八
二
三
年
八
月
に
長
崎
に
到
着
し
た
。
一

八
一
三
年
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
は
フ
ラ
ン
ス
に
侵
略
さ
れ
、
国
の
基

幹
産
業
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
関
係
の
あ
っ
た
国
の
産
業

調
査
の
た
め
、
大
学
を
出
た
教
養
の
あ
る
学
者
を
各
地
域
に
送

っ
た
が
、
日
本
担
当
に
シ
ー
ボ
ル
ト
は
選
ば
れ
、
来
日
し
た
。

来
日
後
は
長
崎
の
鳴
滝
塾
で
、
日
本
人
医
学
者
に
蘭
医
学
の
臨

床
教
育
を
行
な
い
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
医
学

と
直
接
関
係
の
無
い
考
古
学
、
民
俗
学
な
ど
の
報
告
書
を
提
出

さ
せ
、
日
本
に
か
か
わ
る
情
報
を
集
め
た
。
ま
た
在
任
中
二
度
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あ
っ
た
江
戸
参
府
の
途
中
に
も
、
地
理
学
、
民
俗
学
、
動
植
物

学
の
調
査
を
熱
心
に
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
シ
ー
ボ
ル
ト

は
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
後
、
ラ
ー
ッ
ポ
ン
」
、
『
日
本
動
物
誌
』
、
「
日

本
植
物
誌
」
と
い
う
大
著
の
三
部
作
で
紹
介
し
た
。
江
戸
参
府

の
際
に
、
江
戸
の
宿
で
蘭
学
や
オ
ラ
ン
ダ
に
興
味
を
持
つ
日
本

人
た
ち
と
面
会
し
た
。
そ
の
中
に
中
津
藩
主
奥
平
昌
高
も
い
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
日
本
で
の
蘭
学
の
普
及
に
際
し
て
、
地
方

の
藩
主
が
重
要
な
働
き
を
し
た
例
が
多
い
。
中
津
藩
の
奥
平
家

は
そ
の
顕
著
な
一
例
で
あ
る
。
三
代
昌
鹿
二
七
四
四
’
八
○
）

は
『
解
体
新
書
」
の
著
者
の
一
人
前
野
良
沢
を
庇
護
・
後
援
し

た
。
五
代
昌
高
（
一
七
八
一
’
一
八
五
五
）
は
出
島
の
蘭
館
長

ズ
ー
フ
か
ら
フ
デ
レ
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
デ
リ
ッ
ク
と
い
う
蘭
名
を

も
ら
い
、
ま
た
自
ら
も
編
集
者
と
な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典

『
蘭
語
訳
撰
」
二
八
一
○
年
）
と
「
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
」

（
一
八
二
二
年
）
を
刊
行
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
著
の
『
江
戸
参
府

紀
行
」
に
は
昌
高
の
名
が
、
日
本
人
と
し
て
は
最
高
の
二
八
回

も
記
さ
れ
、
昌
高
と
面
会
し
た
様
子
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
「
昌
高
公
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
三
○
年
以
上
も
親
し
く
し
、
蘭

学
・
オ
ラ
ン
ダ
文
化
を
知
り
た
い
が
た
め
に
四
五
歳
で
隠
居
し

た
。
江
戸
の
宿
を
シ
ー
ボ
ル
ト
は
博
物
館
の
よ
う
に
装
い
、
オ

ラ
ン
ダ
語
書
、
ピ
ア
ノ
、
気
圧
計
、
顕
微
鏡
な
ど
の
科
学
器
具

を
、
昌
高
公
に
見
せ
た
が
、
昌
高
公
は
た
い
が
い
の
器
具
を
す

で
に
知
っ
て
い
た
。
昌
高
公
は
自
分
の
時
計
を
い
く
つ
も
見
せ

た
が
、
そ
の
中
に
は
寒
暖
計
付
の
も
の
も
あ
り
、
二
人
は
深
夜

ま
で
話
し
こ
ん
だ
」
と
、
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
直
接
そ
の
記
載
は
な
い
が
、
酒
好
き
の
シ
ー
ボ
ル
ト
は
オ

ラ
ン
ダ
の
地
酒
ジ
ュ
ネ
ー
バ
で
昌
高
公
を
も
て
な
し
た
か
も
知

れ
な
い
。


